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DL-8280の 呼 吸 器才3よび尿路感 染症 に対 す る有用性 の検 討

安部陽一 ・高橋正光 ・鳥飼勝隆

名古屋保健衛生大学内科学教室

呼吸器感染症7例 〔肺炎6例(1例 は2M投 与),急 性気管支炎1例 〕,尿 路感染症5例(急 性単純性

膀胱炎4例,慢 性複雑性膀胱炎1例)にDL-8280を 投与した。投与鰍は111300mgを3回 に分割し,

14日 間投与した。その結果,臨 床的効果は呼吸器感染症の うち肺炎6例(1例 は2回 投与)で は著効

1例,有 効3例,や や有効2例,急 性気管支炎1例 はやや有効であり,尿 路感染症の うち,急 性単純性

膀胱炎4例 では著効1例,付 効3例,慢 性複雑性膀胱炎1例 は有効で,4例 における有効率は75%で

あった。副作用は自他覚症状および臨床検査値の異常は1例 も認められなかった。

これらの結果から本剤は今後各種感染症に有効と思われる.

DL-8280は 第一製薬株式会社で 開発されたbenzoxazine核

を有す る新 合成経 口抗菌剤で,化 学構造式はFig. 1に 示 した通

りである。

本剤は,Staphylococcus, S. faecalis, E. coti, Klebsiel-

la, Proteus, Serratia, P. aeruginosa, H. influenzae, N.

gonorrhoeae, B. fragitisな ど嫌気性 菌を含む グラム陽性菌,

グラム陰性 菌に対 して 幅広い 抗菌スペ ク トラムと,強 い抗菌 力

を有 し,そ の作用は殺菌的である。特に グラム陽性 菌に 対 して

は,従 来のNalidixic acid系 薬剤に比べ,抗 菌力の優れ てい

る点が特徴 である1)。今回 内科領域 の感染症12例 に本剤を投 与

し,臨 床的検討を行ったの で報告する。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

I. 対象および方法

投与対象は,昭 和57年2月 から同年6月 までに 当科

外来を受診あるいは,入 院 中 の男7例(1例 は2回 投

与),女5例 の計12例 で,年 齢は30～75歳,診 断 は,

呼吸器感染症では肺炎6例(1例 は2回 投与),急 性 気

管支炎1例,尿 路感染症では急性単純性膀胱炎4例,慢

性複雑性膀胱炎1例 である。

投与方法は本剤1日300mg(100mgを 毎食後1日3

回)を 経 口投与 した。投与期間は14日 である。臨床 効

果の判定は,細 菌学的には菌の消失をもって有効 とし,

臨床的には呼吸器感染症の場合,発 熱,咳 嗽,喀 痰量,

胸部X線 写真,赤 沈,白 血球増多などの改善により判定

した。尿路感染症の場合は,発 熱,頻 尿,排 尿痛,尿 沈

渣所見,赤 沈,白 血球増多などの改善から判定した。す

なわち本剤投与により,自 他覚症状,検 査所見のすべて

が,1週 間以内に速やかに改善 したものを著効,す べて

が投与期間中に改善 したものを有効 とし,一 部改善をみ

たものをやや有効 とした。 また本剤投与前後における自

他覚症状,お よび尿,血 液一般検査,血 液生化学的検査

より副作用を検討 した。

II. 臨 床 成 績

投与症例ならびに投与結果についてはTable 1, Table

2に 示 した通りである。症例1か ら症例7ま では呼吸器

感染症で,肺 炎6例(1例 は2回 投与)で は有効以上は

4例,有 効率67%,急 性 気管支炎1例 はやや有効で,呼

吸器感染症全体で は有効率57%で あった。症例8か ら

症例12ま では尿路感染症で,急 性単純性膀胱炎4例,慢

性複雑性膀胱炎1例 計5例 であるが,有 効率は100%で

あった。菌種別にみる と,呼 吸器感染症では,S. pmsc-

moniae 1例,H. influetscae 1例,P. aeruginosa 1例,S.

marcescens 2例(同 一症 例 に2回)で,尿 路感染症で

は,E. coliが3例 で検出されたが,Table 3に 示すごと

く,本 剤による細菌学的効果は,P. areruginosaを除いて

すべて消失で,菌 消失率は88%と 高率であった。

III. 副 作 用

本剤投与による副作用の出現は認められなかった。本

剤投与前後における血液一般および生化学的検査成績を

Table 4に 示 すが,本 剤によると思われる異常値は認め

られなかった。症例2は 本剤投与前より慢性関節リウマ

チ(以 下RA)に よると思われる貧血を有していたが,

本剤投与後でも特に貧血の進行はなかった。症例4,症

例5(同 一症例)もRAに よると思われる貧血,腎障害を

有していたが,本 剤投与後悪化を認めなかった。
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Table 1 Clinical summary of DL-8280

Table 2 Clinical effects of DL-8280 classified by diagnosis

IV. 考 案

DL-8280は 従来のNalidixic acid系 薬剤に比べ,グ ラ

ム陰性桿菌に対するスペク トラムの拡大,抗 菌力の増強

がなされた。それに加えてNalidixic acid系 薬剤がほ

とんど有していないグラム陽性球菌に対する抗菌力も優

れ,有 用な抗菌剤 として注目されている1)。 今回われわ

れは,呼 吸器感染症7例,尿 路感染症5例 の計12例 に

投与し,著 効または有効9例 で,有 効率75%と 優 れ た

結果を得た。細菌学的効果は起炎菌の同 定 で きた8例

中,菌 消失7例(S. pneumoniae 1株,H. influenzae 1

株,S. marcescens 2株,E. coli 3株)で 菌消失率は88%

と高率であった。

また本剤投与での副作用は,自 他覚症状および投与前

後での血液一般および生化学的検査所見での異常値出現

は1例 も認められず,安 全性の高い薬剤 と思われた。

以上のご とく本剤は広域スペクトラムを持つ点に加

え,他 の抗生剤間に交叉耐性を持たない点などより1)今

後各種感染症に有用 と思われる。
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Table 3 Bacteriological response to DL-82130

Table 4 Laboratory findings

B: Before treatment, A: After treatment

V. 結 語

1) 肺炎6例,急 性気管支炎1例 に本剤を投与し,

57%の 有効率を得た。

2) 膀胱 炎5例 に本剤を投与し,100%の 有効率を得

た。

3) 本荊投与による副作用はみられなかった。

4) 本剤 は,広 域の抗菌スペクトラムを持つ有用な

経 口抗菌剤 と考えられた。

文 献

1) 第30回 日本化学療法学会西口本支部総会, 新薬シンポ

ジウム, DL-8280, 1982



VOL. 32 S-1 CHEMOTHERAPY 403
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Clinical effectiveness of a new antibacterial drug, DL-8280 was evaluated in respiratory
tract and urinary tract infections. The drug was administered for 14 days at daily doses of 300

mg to 6 cases with pneumonia, 1 case with acute bronchitis and 5 cases with cystitis. It was
effective in 4 cases of pneumonia and all cases of cystitis.

No side effect was observed in any case.


